
【別添２】（様式例１）      令和５年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

Ⅰ 自己評価             岐阜県立華陽フロンティア高等学校通信制課程   学校番号 6412 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学 校 教 育 目 標 

１高校生としての基礎的・基本的な知識や技能と主体的に学習する意欲や態度を身に付けさせ、生徒一人一人の個性を伸ばし､心豊かでたくましく
生きる力を育む。 

２社会の規範を守る態度を養い、地域社会の一員としての自覚を高める。 

３健康で安全な生活を送るため、基礎体力の向上を図り、健康な心身の保持増進に努める態度を育む。 

２  スクール・ポリシー  

『育てたい生徒像』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『生徒をどう育てるか』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ） 

『どんな生徒を待っているか』 

アドミッション・ポリシー（ＡＰ） 
１基礎的・基本的な知識や技能を身につけ

た生徒 
２主体的に学習する意欲や態度を身につけ

た生徒 
３心豊かでたくましく生きる力を身につけ

た生徒 

４社会の規範を守る態度を身につけた生徒 

１「わかる喜び」の涵養（学びの再チャ
レンジ） 

２キャリア教育の推進 

３「カウンセリングマインド」に基づく
積極的傾聴（共感的理解・無条件の
肯定的関心・自己一致） 

１「自分の生き方」を真剣に考え、やる
と決めたことはあきらめない生徒 

２「なりたい自分」を見つけたいと願っ
ている生徒 

３自分にも、周りにも、優しい言葉をか
けてあげられる生徒 

 
 
 
 
３ 現状の分析 
 
 
 
 

〇レポートの電子提出と電子添削や、生徒・保護者が学習状況を逐次把握できるシステムの確立により、ICTを活用しながら効率性と
利便性の向上が図られている。 

〇分掌と学年の連携した粘り強い進路支援体制により、生徒の進路希望の実現に効果を発揮し、進路指導に対する生徒からの肯定的
評価が高まっている。 

〇生徒の人格を尊重し、自己肯定感を抱かせる指導やカウンセリングマインドを生かした指導を行うことにより、教師と生徒との信
頼関係が構築できている。 

▲多様な生徒の入学により、さまざまな問題を抱え、個別の支援が必要な生徒が増えている。 

▲不登校で学習空白のあった生徒も多く、通信制の本分である「自学自習」が困難な生徒が増加している。 

▲自己肯定感が持てず、キャリア意識が低い生徒が多い。 

４ 学校の抱える課題 

・一人一人の生徒の生育歴や学習歴に配慮した指導(自信や見通しの持てる指導) 

・ＩＣＴ機器を活用しての学習支援、オンラインでの面接指導法 

・コミュニケーション能力の育成（SSTの推進・マナー指導） 

・進路意識の向上（早期からのキャリア教育強化、計画的・継続的な進路指導、外部機関との連携） 

・特別な支援が必要な生徒（発達障がい等）への対応 

５ 今年度の具体的な重点目標 

１ 学習指導の重点       ①わかる喜びを感じられる学習指導の推進 

②自ら学ぶ意欲や態度の育成 

２ 在り方・生き方指導の重点  ①社会の規範を守る主体的態度の育成 

②自己肯定感の醸成と社会参加のための基盤となる力の育成 

③キャリア教育の充実 

④ソーシャルスキルの向上 

３ 特別活動・健康安全教育の重点  ①他者と協働できる力の育成 

②健康安全教育の充実 

 



年     度     目     標 年   度   末   評   価 

６ 評価項目 

  領域・分野 

７ 重点目標の達成に必要な 

  具体的取組・方策 

８ 達成度の判断・判定基準 

  あるいは評価指標 

９ 取組状況・実践内容 

  評価項目の達成状況等 

10 評価 

A･B･C･D 
11 成果と課題 

12 総合 

  評価 

 学習指導 ①ユニバーサルデザインの考え方
を基盤にした面接指導を実践す
るとともに、学び方の支援や、基
礎的基本的な学力の定着を目指
した指導を行います。 

②MetaMojiを活用し、通信教育の基
幹である報告課題作成支援のた
めの、細やかなサポートを行いま
す。NHK高校講座や教師が作成し
た授業サポートプログラム等を
利用した自学自習を推進し、学習
を深める機会を設けます。また、
電子添削を促進し、提出時の利便
性を向上させます。 

③オンタイムで報告課題の提出状
況や面接指導の出席状況を確認
し、自己の学びの進捗状況を把握
できるよう、manabaの積極的な活
用を促進します。 

④自己の生き方を見つめると共に、
「なりたい自分」を意識していけ
るよう、ソーシャルスキルトレー
ニングやグループワークを通し
て、意見交換の場を設けるととも
に、発表やまとめ方の工夫等を指
導し、言語活動の充実を図りま
す。(コミュラボ自立３年の新設) 

 

①②④ 
・生徒による授業評価の分析。 
・レポートアンケート結果の分
析。 
・学習指導、添削指導にかかわ
るアンケートで、肯定的な評価
80％以上を目指します。 
・面接指導参観や公開面接指導
における、評価の確認。 
・卒業生徒の進路実現の度合い
（コミュラボ自立３年）  
 
③manaba利用状況の確認 

 

①半期単位認定制度の実施により、前

期末に３名が卒業し、後期に35名が

転編入学してきた。後期再受講科目

の登録も行った。 

観点別評価が始まり２年目となった

が、多様な生徒に対応できるよう、

評価比率等を各教科で見直した。 

②③MetaMoji 上のアップロードによる

プリント配付やアンケート回答にお

ける利活用が定着した。また、多く

の科目において希望者に対してレポ

ートのデジタル化の運用を開始して

添削も行った。ICT機器の効果的な利

用が反映され、アンケートでは８割

を超える生徒が、個々の能力に応じ

た学習指導をしてもらえていると回

答している。 

③前期レポートアンケート回答者のう

ち肯定的評価は90％以上であった。 

ＮＨＫ高校講座や教師の自作動画を

視聴させ、面接指導時間の減免措置

を活用した。 
④１年次の前期選択科目「コミュラボ

入門」、後期全員受講の「総合的な
探究の時間」、２年次希望者を対象
とした「コミュラボ自立（２年）」
に加え、今年度から３年次希望者を
対象とした「コミュラボ自立（３年）」
を開講した。コミュニケーションの
不安を抱く生徒を、各年次でサポー
トできる体制を整えた。 
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▲教育支援サービスmanaba

による生徒の「出席状

況」、「レポート及び放

送視聴票の提出状況」に

ついて、生徒保護者がよ

り見やすく状況を把握し

できるように改善する。 

○職員添削研修会や分掌・

学年・教科で定期試験の

再試対象者についての対

応を検討し、来年度から

新たな方法で運営するこ

ととなった。 

○レポートの電子提出と電

子添削の利便性が生徒に

も教員にも広がる一年と

なり、他県の通信制高校

からも注目を集めた。来

年度は可能な限り全科目

において実施していきた

い。 

▲公開授業を行い、授業力

向上に向け交流した。 

 MetaMojiの更なる活用に

より、生徒の自学自習の

促進や、個別最適な学び

に生かせるように研修会

を更に計画したい。 

○自己の意見の表出や他者

の意見の尊重等について

具体的に学ぶことができ

たという生徒の感想が多

数寄せられた。 

○ユニバーサルデザインの

観点については今後も継

続していく。 
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在り方・生き方

指導 

（生徒指導） 

（進路指導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学校という社会を構成する一員
として、常に他者の立場に配意
し、みなで「安心安全」な学校を
つくっていくために必要な行動
を自らの主体的判断によって選
択できる生徒を育てます。 

②個々の教育的ニーズに応え、カウ
ンセリングマインドをもって生
徒と接します。各学年会と密に情
報を共有し、家庭・SC・S相・SSW
と連携しながら個別の教育支援
計画を活用し個別の支援を充実
させます。 

③継続的な教育相談と教育活動全
体を通じて、個々の特性等の的確
な把握に努め、その伸長を図るこ
とで、社会的な自立を目指し、進
路目標に向かって主体的に活動
できるよう支援します。 

④主体的に挑戦することや多様な
他者と協働することの重要性を
理解することができるよう、体験
活動を充実させ、コミュニケーシ
ョン能力や問題解決能力の向上
を図ります。 

 

①校内の全体的な状況（各学年
会から報告される生徒動向
等）、人権アンケートやいじ
めアンケート等の回答状況を
数か月単位で分析します。 

②個に応じた支援が適切に計画
・実施されたかを指導内容・
指導方法・評価、保護者との
面談結果などから確認しま
す。 

③進路指導に関わるアンケート
で、肯定的な評価80％以上を
全学年で目指します。 

④体験活動後にアンケートを実
施するなど、自己評価を行う
機会を設け、その回答状況に
より確認します。 

 
 
 
 

①学校を安心安全な居場所と考える生

徒が多く、一人ひとりが規律を守っ

て生活をしようとする雰囲気が醸成

されている。 

②カウンセリングマインドをもって生

徒と接し、配慮を要する生徒に関し

ては本人・保護者の願いを基に、担

任と教科担任、特支推進委員で個別

の教育支援計画を策定し、支援員と

連携して必要な支援を行った。また、

Ｓ相とＳＣに日曜スクーリングに来

校してもらうことで、継続的なカウ

ンセリング支援が可能となった。Ｓ

ＳＷには福祉機関との連携や配慮が

必要な生徒の洗い出しへの助言いた

だくなど、積極的な活用を行った。 

③進路ガイダンス、「総合的な探究の

時間」の進路に関する報告課題、卒

業生との交流などにより、卒業後の

自分の姿を思い描くことができた。

また、教育相談や保護者懇談での聴

き取りをもとに、個々に適した進路

情報を提案できたことで、アンケート

の肯定的な評価が、生徒および保護者も

80%を超えた。多様な生徒の個性や適性に

応じた進路選択に対応するために、今年度

より生徒自立支援ワーキンググループが

発足し、他県の通信制高校、県内の高等特

別支援学校や就労支援事業所を視察し、参

考となる情報を得た。 

④各行事後のアンケートでは、多くの生徒が

進路選択に関して、前向きな感想が多かっ

た。就職・進学試験の面接練習では、

基本的な挨拶やマナーの指導を行う

だけでなく、対話的な指導によるコ

ミュニケーション能力の育成にも努

め、ほとんどの生徒が合格・内定を

勝ち取った。インターンシップは、

改めて適性を理解する貴重な機会と

なり、進路選択の参考となった。 
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○朝・放課後の登校指導、

スクーリング時の巡回

等を全職員体制で実施

することができた。 

▲さらに安心・安全な環境

を目指し、全職員が生徒

指導を行えるようにす

る。 

〇中学校や前籍高校と連

携し、本人・保護者の願

いを基に個別の教育支

援計画を策定し、職員間

で共有・活用を行った。 

▲卒業後のキャリアとの

つながりを見据えた支

援を行えるようにする。 

○コロナ禍以前と同様に開

催した進路諸行事に多く

の生徒が参加し、進路に

ついて考える良い機会と

なった。 

▲中学校や前籍高校との連

携により、個性や適性を

理解し、的確な進路先を

提案する必要がある。 

○個人差はあるが、年次が

上がるにつれ、コミュニ

ケーション能力やマナ

ーは向上している。 

▲インターンシップやア

ルバイト等の学校外で

の体験を通して、自己の

適性を見定めることが

できるよう、呼びかけや

支援の態勢を強化して

いく必要がある。 
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特別活動 
健康安全教育 
 
 

①学校行事や生徒会活動、部活動等
を通して仲間の大切さや仲間を
思いやる気持ち・態度を身に付け
させ、他者と協調して社会を作ろ
うとする生徒を育てます。 

②交通ルール・マナーの遵守及びコ
ロナ共生・アフターコロナ社会を
見据えた視点から「命を守る」行
動を自らの主体的判断に基づい
て行動できるよう機会をとらえ
て働きかけます。 

 

①各種活動等への参加率や取組
状況、生徒事後アンケートの
結果で確認します。 

②スクーリング時の見守り、校
外一斉指導、各ＨＲ、命を守
る訓練及び非常変災時置ける
帰宅確認等の取組状況で確認
します。 

 

①生徒会執行部がリーダーシップを 
とり各種生徒会活動を実施。各種
行事における平均参加率は８０
％、特に最大の行事文化祭は８５
％が参加した。多くの生徒が行事
に参加することができた。 

②交通安全指導で主に混雑著しい西
駐車場付近における声掛け指導を
行った。 
命を守る訓練、シェイクアウト訓
練については、訓練だけではなく、
防災教育や意識チェックなどのフ
ォローアップを実施した。 
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○行事を通じて人とつな
がろうとする生徒の主
体的な姿がみられた。  

▲通信制の実情に応じて
さらに魅力あふれる行
事にすべく内容を精選
しつつ、新しい試みに積
極的に挑戦する。 

〇自己の責任・判断に基づ
いて主体的に行動でき
る姿がみられた。 

▲数名の自転車通学者に
対するヘルメット着用
指導のあり方について
検討が必要。 
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13  来年度に向けての改善方策案 

Ⅱ 学校関係者評価   実施年月日：令和６年２月６日  

 

 

 

 

 

 

 
・やる気があっても自学自習ができない生徒の中には、何を聞いたらよいか分か

らないという生徒もいるのではないか。メールなど生徒の身近なツールを使っ
て、気軽に質問できるようにするとよい。 

・就労支援については、様々な外部機関があるので連携していくとよい。特に岐
阜市は力を入れているので、卒業後の支援も見据えて活用するとよい。 

・レポートの添削に励まされる生徒も多い。電子化は時代の流れに合ったよい対
応である。生徒に寄り添った添削を続けていただきたい。 

・ＩＣＴ化が進み便利になっている一方で、先生方の負担が増えていないか心配
である。 

・学習活動や教育相談等において、近隣の大学と連携し、生徒への支援を充実さ
せるとよいのではないか。 

・就労については、近視眼的になりがちだが、５年後１０年後の「在りたい自分」
を考えさせ、目的意識を高めることも必要ではないか。 

 

 
 
 
 
 
 

・オンラインでの情報提供をさらに進め、生徒保護者の利便性が向上するように常に改善
を行う。 

・電子提出など学習環境のICT化を進め、metamoji等を活用した自学自習の支援や個別最適
な学びの実現に努める。 

・自己肯定感を高め、キャリア意識を醸成するため、インターンシップ等の体験的活
動を奨励し、積極的な進路支援を行う。 

・個別の支援が必要な生徒のサポート体制を確立し、卒業後のキャリアとの繋がりを
見据えた支援を行う。 

・大学等と連携を進め、外部の人材を活用することで、学習支援や教育相談活動の充
実を図る。 

・社会情勢や生徒の実情に応じて行事を見直し、より多くの生徒が参加できる魅力あ
ふれる学校行事を検討する。 

 

 


